
改善箇所説明図

注 ： は交換部品を示す。

識別 ： プラグの外観形状により識別する。

動力用油圧配管において、製造工程における作動油充填後の内部のエアー抜き・調圧作業の簡便化のた

めに備えられているエアー抜き用プラグの内部のシール部が、使用過程において損傷する場合がある。そ

のため、当該プラグから作動油が漏れ、そのままの状態で使用を続けると、最悪の場合、走行不能になる

おそれがある。

改善の内容

全車両、当該プラグを対策品と交換する。
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A 部(ステアリングスタンド部) C 部(コントロールバルブ部)B 部(走行モータ配管部)

D 部(キャブ架台部) F 部(メインポンプ部)

G 部(アウトリガ操作バルブ部) H 部(前軸ステアリング配管部)

2 箇所
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E 部(メインポンプ部)

2 箇所

基準不適合発生箇所


